○滝川地区広域消防事務組合訓練時安全管理要綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　昭和62年２月19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成15年６月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年５月31日

　　　第１章　総則

　（目的）

第１条　この要綱は、滝川地区広域消防事務組合安全管理規程(昭和62年滝川地区広域消防事務組合消防本部訓令第１号)第10条に基づき、訓練時の安全管理について必要な事項を定め、事故防止に資することを目的とする。

　（訓練の計画的実施）

第２条　消防長又は所属長は訓練を安全確実に実施できるよう年間計画をたて計画的に実施するよう努めなければならない。

　（所属長の責務）

第３条　所属長は消防における訓練の重要性を十分認識するとともに安全管理の責任者として訓練時の事故防止に努めなければならない。

　　　第２章　安全管理体制

　（総括訓練安全責任者等）

第４条　大規模な訓練又は特に危険を伴う訓練等消防長が別に定める訓練を実施する場合は、当該訓練の安全を確保するため総括訓練安全責任者、訓練安全責任者及び訓練安全担当者を置かなければならない。

２　前項の総括訓練安全責任者、訓練安全責任者及び訓練安全担当者の配置に関する基準は別に定めるところによる。

３　前２項の総括訓練安全責任者は消防長を、訓練安全責任者は消防本部にあっては警防課長を、消防署にあっては署長を、各支署にあっては支署長を、訓練安全担当者は署長補佐及び支署長補佐をもって充てる。

　（総括訓練安全責任者の職務）

第５条　総括訓練安全責任者は訓練時の安全管理について統括し、訓練安全責任者及び訓練安全担当者を指導監督する。

２　訓練安全担当者は、訓練時における安全管理の推進者として総括訓練安全責任者を補助するとともに次に掲げる事務を掌理する。

⑴　訓練計画における安全管理に関すること。

⑵　訓練場所（施設）及び使用資機材の点検に関すること。

⑶　訓練時の監視及び事故防止に関すること。

⑷　その他訓練時の安全管理に関すること。

３　訓練安全担当者は総括訓練安全責任者及び訓練安全責任者の指示を受け、訓練時の安全管理に関する事務に従事する。

　　　第３章　安全管理業務

　（訓練計画）

第６条　消防長又は所属長は訓練を実施する場合には訓練指揮者又は担当係長にあらかじめ訓練計画を作成させなければならない。ただし、日常的に実施している軽易な訓練で且つ、危険を伴わないものとして総括訓練安全責任者又は訓練安全責任者が認めた訓練については、この限りでない。

２　前項の訓練計画には、次に掲げる事項を定めなければならない。

⑴　訓練の日時

⑵　訓練の場所

⑶　訓練の目標、種目及び内容

⑷　訓練の指揮者名、訓練安全責任者及び当該訓練におけるそれぞれの任務分担

⑸　訓練参加車両

⑹　訓練参加職員数

⑺　訓練使用資機材

⑻　訓練における安全管理についての事項

⑼　その他必要な事項

３　訓練計画の作成者は前項に定める訓練計画の内容のうち安全管理に関する事項（以下「安全管理計画」という。）については訓練安全責任者又は訓練安全担当者と協議して作成しなければならない。

　（安全管理計画）

第７条　訓練安全責任者及び訓練安全担当者は前条に定める安全管理計画に従い安全管理業務を確実かつ、円滑に実施するため、訓練の実施前、実施中、実施後の３段階に区分した安全管理事項を定めるとともに必要に応じて安全点検表を作成しなければならない。

　（訓練前教育）

第８条　訓練安全責任者、訓練安全担当者又は訓練指揮者は訓練を実施する場合には訓練の目的、内容及び方法等について訓練参加者に十分説明するとともに展示、個人指導等の必要な教育を行わなければならない。

　（訓練安全責任者等の措置）

第９条　訓練安全責任者及び訓練安全担当者は第６条第３項及び第７条に基づく安全管理計画に従い、当該訓練が安全確実に実施されるよう必要に応じて監視するとともに、改善すべき事項を認めた場合は総括訓練安全責任者又は課長等に改善措置を具申しなければならない。

２　前項において、訓練安全責任者又は訓練安全担当者は公務災害発生の急迫した危険があると認めたときは、訓練中止等の必要な措置を講じなければならない。

　（訓練指揮者の措置）

第10条　訓練指揮者は、訓練計画及び安全計画に十分留意し、訓練時においては、常に実施状況を的確に把握し事故防止に努めなければならない。

第11条　職員は訓練を通じ厳正な法律の確保及び適切な部隊行動並びに必要な消防技術の習得に励むとともに自己管理を基本とした責任感を堅持し、訓練時の事故防止に努めなければならない。

２　職員は訓練安全責任者、訓練安全担当者及び訓練指揮者の安全管理上の指示に従わなければならない。

　（訓練終了後の検討）

第12条　訓練安全責任者、訓練安全担当者及び訓練指揮者は訓練終了後、訓練時の安全管理について事後検討を行わなければならない。

　　　第４章　記録等

　（記録等）

第13条　訓練安全責任者は、次に掲げる訓練についての記録を整備し、課長等を経て総括訓練安全責任者に報告しなければならない。

⑴　訓練計画に関する記録

⑵　訓練の実施に関する記録

⑶　訓練中の事故に関する記録

⑷　その他訓練に関する記録

２　訓練安全担当者又は訓練指揮者は、次に掲げる安全管理についての記録を整備し、必要に応じ総括訓練安全責任者又は課長等に報告しなければならない。

⑴　訓練実施のため講じた安全管理上の措置に関すること。

⑵　訓練時の安全点検に関すること。

⑶　訓練中の事故に関すること。

⑷　訓練の事後検討に関すること。

⑸　その他訓練時の安全管理に関すること。

　（補則）

第14条　この要綱の実施について必要な事項は、別に定める。

　　　附　則

　この要綱は、昭和62年２月19日から施行する。

　　　附　則

　この要綱は、平成15年６月１日から適用する。

附　則

　この要綱は、平成17年５月31日から施行し、改正後の滝川地区広域消防事務組合機構改革に伴う関係要綱の整備に関する要綱の規定は、平成17年４月１日から適用する。

